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トーンコントロール12

本機ではトーンコントロール設定でお好みで高音域や低音域を強調／低減したり、ステレオバランスを調整す
ることができます。

▶▶ 高音域を調整する
①	本機の電源が入っていることを確認します

②	 �3�E�T�T�I�N�G�Sを押して、設定メニューをディスプレイに表示させます

③	 ／ を繰り返し押して、ディスプレイに「Speaker Setup」を表示させ、 ����� を押
します

④	 ／ を繰り返し押して、ディスプレイに「Treble」を表示させ、 ����� を押します

⑤	 ／ を繰り返し押して、高音域の調整をおこないます
–10dBから+10dBまで設定できます。

⑥	 ����� を押して、設定を保存します

▶▶ 低音域を調整する
⑦	 ／ を繰り返し押して、ディスプレイに「Bass」を表示させ、 ����� を押します

⑧	 ／ を繰り返し押して、低音域の調整をおこないます
–10dBから+10dBまで設定できます。

⑨	 ����� を押して、設定を保存します

▶▶ ステレオバランスを調整する
本機の再生中に左右の音のバランスが悪いときのみ調整してください。

⑩	 ／ を繰り返し押して、ディスプレイに「Balance」を表示させ、 ����� を押します

⑪	 ／ を繰り返し押して、ステレオバランスの調整をおこないます
•	 L12～ L1、Center、R1～ R12から選択できます。
•	設定に応じて、左右の音量を最大で12dB強調して再生します。

⑫	 ����� を押して、設定を保存します

⑬	 �"�A�C�K を２回押して、再生画面に戻ります
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その他13

以下の手順でシステムのバージョンを確認することができます。弊社東京サービスセンターにお問い合わせい
ただく際には、あらかじめシステムのバージョンを調べておいてください。

①	本機の電源が入っていることを確認します

②	 Settings を押して、設定メニューをディスプレイに表示させます

③	 ／ を繰り返し押して「System Version」を表示させ、 Enter を押します

⑬	 Back を２回押して、再生画面に戻ります

システムのバージョンを確認する

システムが不安定になった場合は、以下の手順でシステムをリセットしてください。問題が解消することがあ
ります。

①	本機の電源が入っていることを確認します

②	 Settings を押して、設定メニューをディスプレイに表示させます

③	 ／ を繰り返し押して「System Reset」を表示させ、 Enter を押します
確認を求めるメッセージがディスプレイに表示されます。

④	 Enter を押して、システムをリセットします

システムをリセットする

システムをリセットすると、FMラジオのプリセットが工場出荷時の状態に戻ります。22ページを参考に、プリセットを登録し
直してください。

ご注意

•	本体が汚れたときは、乾いた柔らかい布で拭いてください。シンナーやベンジンなど、揮発性の溶剤を含む
ものは絶対に使用しないでください。また、スプレー式殺虫剤などがかからないようにご注意ください。

•	グリルは水洗いしないでください。グリルに色むらや、たるみが発生する恐れがあります。
•	スピーカーユニットに手が触れないよう十分ご注意ください。

本機のお手入れについて
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トラブルシューティング14

原因 解決法

を押しても電源が入らない。 電源コードが正しく接続されていることを確認してください。万一、 を押したと
きに「PROTECT」と表示されるときは、すみやかに電源コードを外し、販売店また
は弊社東京サービスセンターに修理を依頼してください。

電源は入るが、音が出ない。 を押して再生が一時停止になっていないかご確認ください。

Mute を押してミュート機能がオンになっていないかご確認ください。

Volume Level を押して音量を上げてください。

入力ソースをご確認ください。外部機器をお使いの場合は、本機と外部機器の接続を
確認し、外部機器で正しく再生がおこなわれているかご確認ください。

ヘッドホンを接続している場合は、ヘッドホンを外してください。

左右の音のバランスが悪い。 左右のスピーカーの極性が正しく接続されているかご確認ください。また、ケーブル
同士が接触していないかどうかご確認ください。

ステレオバランスの調整（28ページ）をおこなってください。

スピーカーに問題が発生している可能性があります。販売店または弊社東京サービス
センターに点検を依頼してください。

リモートコントロールで操作できない。 乾電池が消耗している場合は、乾電池を交換してください。

リモートコントロールを本機のリモートコントロール受光窓（10ページ）に向けて
操作してください。

本機のリモートコントロール受光窓（10ページ）に直射日光があたっていないかご
確認ください。

MP3／WMAファイルが再生できない ファイルが著作権保護されているか、対応していないフォーマット（16ページ、19
ページ）の可能性があります。他のファイルを選んでください。

CD-R／ CD-RWを認識しない CD-R／ CD-RWがファイナライズされているかどうかご確認ください。

CDの記録状態が悪い可能性があります。正しく記録されたCDをご使用ください。

USBデバイスを認識しない USBデバイスが正しく接続されているかご確認ください。

本機が対応していないUSBデバイス（19ページ）を接続している可能性があります。
本機が対応しているUSBデバイスを接続してください。

USBハブを使用していないかご確認ください。

USBデバイスが FAT32以外のフォーマットになっていないかご確認ください。

USBデバイスが複数のパーティションに分かれている可能性があります。複数のパー
ティションに分かれている場合は、第一パーティションに記録されているMP3／
WMAファイルのみ再生できます。

ラジオ受信時にノイズが混ざる。 ノイズが少なくなるよう、アンテナの位置を調整してください。

アンテナの接続を確認してください。

システムの挙動がおかしい システムをリセット（前ページ）してください。システムをリセットしても直らない
場合は、弊社東京サービスセンターに点検を依頼してください。
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主な仕様15

定格出力 65W×2

スピーカー構成 2ウェイブックシェルフ型
（125mm径フラットダイアフラムウーファー、25mm 径MMD®ドームツイーター）

システム周波数特性 20Hz ～ 35kHz

CDプレーヤー部 ［対応CD］ 音楽 CD、CD-R/RW （音楽CD、MP3、WMA）
［再生機能］ ランダム再生

iPod Dock 部 ユニバーサルドックアダプター対応
［対応 iPod（2009年 11月現在）］ 第 4世代クリックホイール以降の iPod、iPod classic、iPod nano、
iPod mini、iPod touch .
＊ iPhone には対応しておりません。

FMチューナー部 ［受信周波数］ 76.0MHz ～ 90.0MHz　＊AMチューナーは搭載しておりません。
［関連機能］ プリセットメモリー：30

クロック部 時刻表示、アラーム機能、スリープタイマー

音声入力 iPod dock（Bridge II）× 1、S/PDIF 角型×2、同軸デジタル×2、ステレオミニ×1、 .
RCAステレオ×2、PHONO（MM）×1

音声出力 ヘッドホン（ステレオミニ）×1、RCAステレオ×1、同軸デジタル×1

USB端子 TypeA× 2

電源電圧 100V（50Hz ／ 60Hz）

消費電力 150W以下

待機時消費電力 2W以下（時計表示時）、1W以下（時計非表示時）

サイズ コントローラー：幅240mm × 高さ 90mm × 奥行 250mm（突起物含む）
アンプ：　　　　幅240mm × 高さ 90mm × 奥行 270mm（突起物含む）
スピーカー：　　幅181mm × 高さ 272mm × 奥行 210mm（突起物含む）

重量 コントローラー：2kg
アンプ：　　　　2.7kg
スピーカー：　　4.2kg × 2

付属品 電源ケーブル×1
リモートコントロール×1
Bridge II ドッキングステーション×1
FMアンテナケーブル×1
スピーカーケーブル×2
本体接続用リボンケーブル×1
単4乾電池（3本）×1
日本語取扱説明書（本冊子）
保証書（日本国内1年保証、箱に添付）

＊仕様および外観は、製品の改良のため予告なく変更することがあります。
＊対応 iPod などの最新情報は http://www.harman-design.jp/sas100/ をご覧ください。



取扱説明書

SAS100/SAS100SU

▶▶ オンラインご愛用者登録のご案内
この度は JBL製品をご購入いただき誠にありがとうございます。弊社では JBL製品のご購入者を対象に、ホー
ムページ上にてオンラインご愛用者登録をおこなっております。ご登録いただいたお客様には、サポート情報
やキャンペーン情報、新製品情報など JBL製品の最新情報をお送りいたします。
http://www.harman-design.jp/sas100/
このアドレスでトップページにアクセスし、「ご愛用者登録」をクリックしてください。
携帯電話からはご登録できませんのでご注意ください。

※ご愛用者登録でご不明な点がございましたら、下記連絡先へお問い合わせください。﻿
E-mail:support@harman-multimedia.jp﻿
Tel. 050-5561-1560

▶▶ アフターサポート
日本国内のアフターサポートに関する情報は、ハーマンインターナショナル株式会社ホームページに掲載して
います。﻿
http://www.harman-design.jp/sas100/
日本国内のアフターサポートに関するお問い合わせは、ハーマンインターナショナル株式会社　東京サービス
センターまでご連絡ください。

ハーマンインターナショナル株式会社 東京サービスセンター■
〒135-0033東京都江東区深川1-6-29　結城運輸倉庫（株）内﻿
Tel. 050-5561-1560﻿
E-mail:support@harman-multimedia.jp﻿
http://www.harman-design.jp/﻿
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